
◆
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

　

見
書

　

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
た
か
な
教
育

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
基

盤
作
り
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
方
交
付
税
削
減
の
影
響
や
厳
し

い
地
方
財
政
の
状
況
な
ど
か
ら
、

自
治
体
に
お
い
て
教
育
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
地
方
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る

中
で
、
少
人
数
教
育
の
推
進
、
学

校
施
設
、
旅
費
・
教
材
費
、
就
学

援
助
・
奨
学
金
制
度
な
ど
教
育
条

件
の
自
治
体
間
格
差
が
拡
が
っ
て

き
て
い
る
。
一
方
、
現
在
の
社
会

経
済
不
安
の
中
で
、
貧
困
と
格
差

は
、
世
代
間
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
状
況
が
あ
り
、
経
済
的
な
理
由

か
ら
高
校
生
の
中
途
退
学
者
も
増

え
て
い
る
。
日
本
の
子
ど
も
に
関

す
る
公
的
支
出
は
、
先
進
国
最
低

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
諸
外
国
並
み
の

家
計
基
盤
の
弱
い
家
庭
へ
の
子
ど

も
に
係
る
給
付
拡
充
な
ど
の
施
策

を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自

治
体
の
財
政
力
や
保
護
者
の
家
計

の
違
い
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
受
け
る
「
教
育
水
準
」
に
格
差

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
教
育
予
算
を
国
全
体
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
確
保
・
充
実
さ

せ
る
た
め
、
次
の
事
項
を
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

一　
「
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間

　

の
確
保
」
を
は
か
り
、
き
め
の

　

細
か
い
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、

　

義
務
制
第
八
次
、
高
校
第
七
次

　

教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
実
施

　

す
る
こ
と
。　

二　

教
育
の
自
治
体
間
格
差
を
生

　

じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
義
務
教

　

育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
、

　

国
負
担
率
を
二
分
の
一
に
復
元

　

す
る
こ
と
を
含
め
制
度
を
堅
持

　

す
る
こ
と
。

三　

家
庭
の
所
得
の
違
い
に
よ
っ

　

て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
進
路

　

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
就
学

　

援
助
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
の
国
の
予
算

　

措
置
を
お
こ
な
う
こ
と
。
あ
わ

　

せ
て
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、

　
「
貸
与
」
か
ら
「
給
付
」
方
式

　

に
改
善
す
る
こ
と
。

四　

学
校
施
設
整
備
、
教
材
費
、

　

図
書
費
、
旅
費
、
学
校
・
通
学

　

路
の
安
全
対
策
な
ど
、
教
育
予

　

算
の
充
実
の
た
め
、
地
方
交
付

　

税
を
含
む
国
の
予
算
を
拡
充
す

　

る
こ
と
。

五　

教
職
員
の
人
材
を
確
保
す
る

　

た
め
、
教
職
員
給
与
の
財
源
を

　

確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。
あ
わ

　

せ
て
、
四
十
年
ぶ
り
に
実
施
し

　

た
文
科
省
の
勤
務
実
態
調
査
の

　

結
果
を
施
策
に
反
映
し
、
実
効

　

あ
る
超
過
勤
務
縮
減
対
策
を
お

　

こ
な
う
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日

【
提
出
先　

総
務
大
臣
・
財
務
大

臣
・
文
部
科
学
大
臣
】

　

平
成
二
十
一
年
八
月
十
八
日
、

市
役
所
本
庁
舎
第
二
会
議
室
に
お

い
て
、
議
員
全
体
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
元
全
国
都

道
府
県
議
会
議
長
会
議
事
調
査
部

長
で
あ
る
野
村
稔
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
地
方
議
会
の
役
割

と
運
営
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
地
方
分
権
社
会
に
お
い
て
、

地
方
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
地
方
議
会
の
役
割
、
ま
た
、

一
般
質
問
と
答
弁
の
あ
り
方
、
議

案
質
疑
の
あ
り
方
、
委
員
会
等
に

お
け
る
執
行
機
関
へ
の
資
料
請
求

の
あ
り
方
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
議

会
活
動
の
実
務
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
民
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
で

も
、
そ
れ
が
国
の
仕
事
で
あ
っ
た

り
、
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
り
す
る

場
合
、
市
の
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議
会
の

意
思
と
し
て
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
行
政
機
関
の
ほ
か
、
政
府
な
ど

に
「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
問
題

の
積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

会　

派　

紹　

介

会

派

名

氏　
　
　
　

名

◎
は
会
派
代
表
者

研

政

会

◎ 

矢
口　

迪
夫

　

 

本
橋　

道
明

　

 

松
本　

茂
男

　

 

沼
田　

義
雄

　

 

川
口　

玉
留

　

 

内
田　

卓
男

　

 

川
原
場
明
朗

　

 

矢
口　
　

清

市
政
改
革

ク

ラ

ブ

◎ 

寺
内　
　

充

　

 

竹
内　
　

裕

　

 

吉
田　

博
史

　

 

盛　
　

良
雄

 　

安
藤
真
理
子

公

明

党

土
浦
市
議
団

◎ 

田
中　

涬
介

　

 

福
田　

一
夫

 　

小
林　

幸
子

　

 

荒
井　
　

武

 　

吉
田
千
鶴
子

共

産

党

土
浦
市
議
団

◎ 

久
松　
　

猛

 　

古
沢　

喜
幸

ま
ち
づ
く
り

研

究

会

◎ 

海
老
原
一
郎

 　

井
坂　

正
典

　

 

藤
川　

富
雄

 　

篠
塚　

昌
毅

市
民
ネ
ッ
ト
21

◎ 

柏
村　

忠
志

無

所

属
　

折
本　
　

明

無

所

属
　

栁
澤　
　

明

議
員
全
体
研
修
会
の

開
催
議
員
全
体
研
修
会
の

開
催
議
員
全
体
研
修
会
の

開
催
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